
資料２ 
パブリック・コメント結果 

このたびの伊勢市地球温暖化防止実行計画（案）のパブリック・コメントの実施にあたりましては、

貴重なご意見等をいただき、誠にありがとうございます。 
パブリック・コメントの実施結果概要及びいただいたご意見に対する市の見解等につきまして、以下

のとおり公開させていただきます。 
今後とも、伊勢市の環境行政に対し、ご理解、ご協力いただきますようお願いします。 

 
パブリック・コメントの実施概要 
（１）募集方法 

伊勢市地球温暖化防止実行計画（案）を市ホームページへ掲載し、また、下記場所での閲覧、配布

により、意見募集を行った。なお、意見募集にあたり、市広報おしらせ号にて案内を行った。 
  【閲覧配布場所】環境課・総務課・一階市民ホール 
          各総合支所生活福祉課 
          各支所 
          伊勢市立伊勢図書館、伊勢市立小俣図書館 
          生涯学習センターいせトピア、二見生涯学習センター 
          いせ市民活動センター、観光文化会館 

（２）意見募集の期間 
平成 24 年 9月 10 日（月）～平成 24 年 10 月 9 日（火） 

 

（３）意見募集の結果 
意見数 １名 3件（内訳：e-mail１名） 
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主な意見と市の見解 
パブリック・コメントで市民から寄せられた主な意見は次のとおり。 

 
意見 

提出者 

意見 

NO. 
提出意見（要約） 伊勢市回答 

① 

＜「伊勢市独自の施策による効果量」の計算根

拠について＞ 
 伊勢市独自の対策による効果量の内訳（16
頁）によると、民生家庭部門の量（52.4）が全

体量（114.8）の半分近くを占めているのに注目

します。 
 その対策として「エネルギー消費の見直し」

と「再生可能エネルギーの導入」があり、それ

に対する内容として３項目の内容がそれぞれ効

果量とともに述べられています。 
一方、第４章では「３ 削減取組」25～26 頁

でエネルギーに関して、市民としての取組内容

が細かく書かれておりますが、これには効果量

が記載されていません。16 頁記載の効果量は

25～26 頁の取組内容に基づいて計算された数

値ではないのでしょうか？ 
具体的に何に基づいて効果量が計算されたの

か理解しづらいです。 

 伊勢市独自の施策による削減量につい

ては、環境省が作成している「地球温暖化

対策地方公共団体実行計画（区域施策編）

策定マニュアル」第 1 版に示された方法に

より算出しています。 
 マニュアルにおいては、温暖化対策の主

な施策について、取組の単位量当たりの削

減量（係数）が示されており、それに導入

量見込みを乗ずることで削減量を算出し

ています。 
 導入量見込みについては、市民アンケー

ト結果等を参考に推計しています。 
 なお、第 4 章「３削減取組」（25～30
頁）に掲載している各実施主体の詳細な取

組については、その取組を行うことによる

削減量の算出が困難なものがあり、算出が

可能なものに限り効果量を算出し積み上

げた結果を「伊勢市独自の施策による効果

量の内訳」（16 頁）としています。 

１ Ａさん 

② 

＜「県の施策による森林吸収量」の計算根拠に

ついて＞ 
 12 頁表‐5 で森林の吸収量が国、県の対策効

果量には数値が記載されているが伊勢市のそれ

には数値がありません（16 頁の表‐8 も同様）。 
 一方、15 頁の表‐7（県の対策による効果量

の内訳）では伊勢市の効果量は 25 と記載ありま

す。どのように解釈してよろしいのでしょう

か？ 
 

 森林吸収量については、京都議定書によ

り定められた方法に基づき算出しており、

平成 2（1990）年以降に森林整備を行った

量により算出されます。 
 「県の対策による効果量」については、

県実行計画において示された削減量（県全

域）のうち、伊勢市分に相当する削減量を

計上しています。 
 市においても森林対策に取り組んでい

きますが、県実行計画においては、未整備

の森林の全てを整備することとして削減

量を設定していることから、市の対策によ

る効果量を計上すると重複してしまうた

め計上していません。 



 
意見 

提出者 

意見 
提出意見（要約） 伊勢市回答 

NO. 

   環境に関する計画には、本計画だけでな

く、生活排水対策、廃棄物処理などの分野

の計画もあることから、それらも含めて特

に市民の方や事業者の方などに取り組ん

でいただけるよう環境に関する計画の説

明会などに積極的に取り組んでいきます。 

＜「伊勢市地球温暖化防止実行計画」の周知方

法について＞ 
 このような大きな計画を実行するに当たって

は、計画書ができた時点で市民の理解と協力を

促すため、各自治会を回り実施のための具体的

なやり方を説明していただくことをお願いしま

す。 

③ 
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